
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 静岡県農林技術研究所 森林・林業研究センター情報 

 わかりやすい森林・林業 
              研究シリーズ 

８

裏面には、

詳しい 

試験研究 

結果が 

あります。

 これまで、スギやヒノキ人工林の間伐など施

業が立木の強度に及ぼす影響は明らかになっ

ていません。特に、間伐を実施した場合、肥大

成長による立木の強度低下が懸念されます。 

 そこで、森林・林業研究センターでは、様々

な林分の立木で強度を示すヤング率を計測し、

間伐等の施業履歴の違いが立木の強度に及ぼ

す影響を調べました。 

間間伐伐ががススギギ・・ヒヒノノキキ立立木木のの  
強強度度にに及及ぼぼすす影影響響はは？？

無間伐林
（間伐前）

間伐林
（間伐後）

携帯型測定器
｢TreeCheker」
で立木を調査

間伐が柱や梁などの強度に及ぼす影響は???
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若若齢齢期期ののススギギ、、ヒヒノノキキ林林でで間間伐伐前前後後ににおおけけるる立立木木ヤヤ

ンンググ率率のの変変化化をを調調べべままししたた。。ままたた、、間間伐伐林林とと無無間間伐伐

林林ののヒヒノノキキ立立木木ののヤヤンンググ率率をを調調べべままししたた。。

ヒノキ間伐試験林 (植栽時の立木密度4500本/ha)
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無間伐林
５０年生時
立木密度
4500本/ha

間伐林
５０年生時
立木密度
1600本/ha

若若齢齢林林でで間間伐伐ししたた後後ののススギギ、、ヒヒ

ノノキキのの大大半半はは立立木木ヤヤンンググ率率がが

向向上上ししままししたた！！  
  
間間伐伐林林とと無無間間伐伐林林ででヒヒノノキキのの

立立木木ヤヤンンググ率率ににはは差差がが認認めめらら

れれまませせんんででししたた！！  

 

 

資料 詳しくは、農林技術研究所研究報告 Vol.1 2008 P45～46 を御覧ください。 

通通常常のの間間伐伐でではは立立木木のの強強度度((ヤヤンンググ率率))はは低低下下ししまませせんん！！  

2

4

6

8

10

12

2 4 6 8 10 12

間伐前の立木ヤング率(kN/mm2)

間
伐
後
の
立
木
ヤ
ン
グ
率
(
k
N
/
m
m
2
)

　　　　　ス　ギ
間伐前：林齢19年生時
平均値 6.1、変動係数 19%
間伐後: 林齢25年生時
平均値 6.8、変動係数 18%

　　　　　ヒノキ
間伐前：林齢19年生時
平均値  9.2, 変動係数 7%
間伐後: 林齢25年生時
平均値 10.0, 変動係数 8%


